
評価

項目

課題 目標 具体的方策 実績

（内部評価）

外部評価 今後の課題・改善策

評
価

評
価

１

魅力ある

学校づく

り

（１）

(学生の
確保)

○平成２８年

度、２９年度入

校生は定員の

半数以下。

○応募は農業

高校及びコー

ス校が全体の

約半数と割合

が高い。

○農業高校と

の連携した活

動が少ない。

○定員

５０名

目標数値

定員充足率

80％

○推薦入試の２ヶ月早期化

（8/29）
○オープンキャンパスの

開催（３回）

○ホームページ、広報を活

用した学校ＰＲ

・パンフレット配布 5600部
・農業振興センターを通じ

て、JA、生産部会、市町村
で学生募集

・ホームページを月 1回以
上更新

・県内 46校を訪問し、学生
募集の資料を配付

・高校説明ガイダンス

（７回）

・ﾗｼﾞｵ､ﾃﾚﾋﾞ報道（５回）

○WiFiの活用
・農大 FaceBookの開設、情
報発信(6～10月）

○農業高校との連携強化

農業高校との意見交換

（8/27）高知農、幡多農グロ
ーバルＧＡＰ公開審査参

加、農大祭参加、アグリウｵ

ッチング（12/15、29名、農
業教育フェア参加）

各取組を実施することによ

り受験者３４名

合格者２９名

昨年と比べ７名減少

応募者数 入校者

推薦 ２４名 ２２名

前期 ５名 ３名

後期 ５名 ３名

計 ２８名

（前年３３名）

定員充足率 ５６％

内 畜産 １名

内 女性 5名
内 農業高校 8名
内 農業ｺｰｽ 11名
内 農家出身 11名
内 県外 1名

○オープンキャンパスに、48
名が参加。昨年に比べ７名

増加(３回開催まで）
○ホームページアクセス数

（前年比 120％）
○FaceBook フォロアー数

増加中

Ｃ ・オープンキャンパス参

加数、ホームページアクセ

ス数も増加しているのに

受験者数が少なかったの

は残念。

・農業への就農希望が少ない

中健闘している方だと思う。

ＳＮＳなどの情報発信な

ど地道な活動を続けるこ

とが大事。特に学生の生の

声を届けると親近感を持

ってくれる。

・WiFiを活用した FaceBook
の活用に期待。

・高校～大学校～高知大学

の接続を今後検討してい

く必要がある。

・引き続き取り組みの継続

に期待すると共に独自の

魅力を発信できる方策の

検討も必要。

・母校に学生が出向くこと

が効果大。ホームページは

学生、社会人など誰が見て

も見やすい魅力あるもの

にする必要がある。

イ・インスタ､ツイッター、ＦＢ

の活用

Ｂ

・推薦入試を 9月上旬に変
更

・非農業系・県外・既卒者

のアプローチ

・学生による SNS、ホー
ムページの更新ルール

の検討

・学生会館へのＷiFiの
設置

平 成 ３０ 年 度 高 知 県 立 農 業 大 学 校 評 価 表 【 A 100%以上 B 100％未満 80%以上
C 80%未満 60%以上 D 60%未満 】



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評
価

評
価

（２）

カリキュ

ラムの充

実）

学生のキャリ

アパスが多様

化

時代のニーズ

にマッチした

教育内容の充

実

Ｇ-ＧＡＰ認証
取得

○Ｇ-GAP 認証に向けた実
践教育

「ＧＡＰ」講義の実施

安全・安心な農業・農産物生

産に係る生産工程管理の実

施、チェックリストの作成、

内部評価、審査資料の作成

○ＩＴＣを活用したスマー

ト農業の実践

○６次産業化の基礎学習

○進路希望別カリキュラム

の実施

トマトで公開審査（11/1)
トマトで認証取得（11/19）

○農場WiFｉ整備（５月）
タブレット活用講義「ＳＮ

Ｓと農業」（７回）、

「スマート農業」講義

ドローンの活用事例及び

操作等（16回）
○６次産業化科目の新設

(16回）
○就農、雇用就農、就職コー

ス（12月～16回）

Ａ ・畜産学生の県内酪農家青

年部との交流は今後も継

続していただきたい。その

他の分野においても、積極

的な交流会等を望む。

・ＧＡＰは素晴らしい取り組

みでこれからの時代、当たり

前になると思う。

・新たな取り組みに期待した

い。今後は、経営に関するス

キルアップにつながるカリ

キュラムも必要。ドローンの

活用、スマート農業、Ｇ-ＧＡ
Ｐの認証など。生業とする農

業を目指さなければならな

い。

・Ｇ－ＧＡＰの認証に向けた

取り組みは農業系の高校と

の連携の糸口になりそう。

・広く浅くなっている授業が

ある。6次の授業は好評。資
格を取るための授業は、受験

しない学生にとっては意味

がない。Ｇ－ＧＡＰはトマト

以外の品目も行動に移す必

要がある。日頃できることか

らやり、花きコースもＮＰＳ

に取り組みたい。農家視察を

増やしてほしい。

Ｂ ・学生主体によるＧ－Ｇ

ＡＰの更新審査、コンサル

による更新指導（トマト）

全学生のＧＡＰ実践教育

農作業対応マニュアルの

整備

・畜産学生による酪農へ

のインターンシップ研修

(2年次)

・聴講制度の拡充



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

（３）

基礎学力

の向上）

基礎学力に学

生間差がある

○基礎学力の

向上（学校全体

のレベル向上）

○基礎学力の向上（農業計

算、文章力）

○農業計算の補習

（レベル別・２コース）

○文書、レポートの作成

○計算力の向上（２年）

０．８点、１%アップ
○入校までに課題提出

Ａ ・計算力の向上は不可欠。高

校としても頭の痛いところ

・成果の内容はわからない

が、農業簿記や労務管理の計

算力の向上も期待する。

・国語の授業を導入してほし

い。提出レポートの指定枚数

が多すぎて逆効果。

Ｂ ・実習時における農業計

算指導

（４）

学生の生

活指導の

充実

○規則違反、マ

ナー違反が散

見される。

○社会人とし

ての意識向上。

○コミュニケ

ーション能力

の向上

○自主的活動

の実践

○社会人とし

ての意識向上

○メンタル面のカウンセリ

ング実施

○ルール遵守のための学生

指導強化

○接遇の講義導入

○人権・メンタル面の指導方

法の研修実施(職員対象)
○連絡事項を毎週掲示版に

提示

○接遇の講義、社会人マナー

研修の実施（進路別）

トイレ掃除に学ぶ研修の

実施

○レストパークの接遇研修

Ｂ ・今後も社会人マナー研修等

継続して欲しい。

・社会人マナーは大切なこ

とで、今以上の向上を期待す

る。

・マナーは、高校としても、

生徒から指摘を受ける場面

があり、自ら範を示す努力も

求められる。

・カウンセリングを実施して

欲しい。寮生活や進路で悩ん

でいる。

・トイレの掃除の研修は良か

った。現在の週 1回の掃除を
2回にしたい。
・農業分野以外でもアルバイ

トできるようにしてほしい。

人としての常識を身に付け

ることができる。

・学生への連絡を早くし、連

絡会を復活してほしい。

Ｂ ・当番時の舎監業務の拡

充

・農作業実習の事故防止

施設・設備のトラブル防止

Ｇ－ＧＡＰを寮生活へ波

及(自治会機能の充実)

・カウンセリングの実施

・連絡会の復活



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評
価

評
価

２

専門性の

向上

（１）

オランダ

との交流

○レンティス

校との交流目

的の明確化

○オランダと

の交流実施

○オランダ学生を受け入れ

○オランダ訪問団への参加

○レンティス校から受入れ

６名（6/22～7/2）２名引率
オランダ環境制御技術会社

と中継講義、オランダ学生

とマーケティング調査

オランダ学生とのスマホ交信

○オランダへ派遣 (7/29～
8/5)学生 1年 4名､2年１名

Ａ ・学生にとっては非常に魅力

ある活動。今後も継続してい

ただきたい。

・これからの時代英会話は

必須、わずか 2年の間では
厳しいだろうが、リスニン

グだけでも向上を期待す

る。

・オランダの学生との交流で

の意識変化と、今後の新たな

取り組みを知りたい。

・交流によって学生が何を学

び、今後に何が生かせるよう

になったのか、興味がある。

・オランダ交流もあり，英語

の授業を充実してほしい

Ｂ ・TOEICの導入
・ オ ラ ン ダ の 学 生

（4～5月来校予定）

・オランダ訪問団への

参加

（２）

プロジェ

クト活動

の強化

○課題解決の

ための計画、実

行、分析能力の

向上

○卒論審査全

員合格

○次世代ハウ

スを活用した

プロジェクト

の実施 2 課題
以上

○地域課題に対応したプロ

ジェクト課題

○次世代型ハウスを活用し

たプロジェクト実習

○卒論 ２３名全員合格

○全国大会（意見発表会の

部）１年１名が特別賞受賞

○卒論の課題設定理由、調査

項目等のチェック

○実習後の実習日誌の指導

○次世型ハウスでの環境制

御技術実習(2課題）

Ａ ・自分が決めた課題をクリア

出来た事は良い。

・今後の全国大会への参加者

増に期待したい。

・農家研修も更に充実を期待

している。

・希望する栽培品目が栽培

できていないと、モチベーシ

ョンの低下につながる。

Ｂ ・試験場や地域、企業と連

携した課題の取組強化

・各専攻で環境制御技術

実習を導入



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

（３）

法人の求

める能力

の育成)

○農業法人か

らは即戦力を

求められてい

る。

○農業法人と

の連携

○求人情報の

収集。

○法人就農者

の確保

○雇用就農に対応した講義

の実施

○インターンシップの強

化

○生産法人への雇用就農者

５名（内、次世代型２名）

・法人との意見交換会、現地

視察（12社）
・雇用管理の講義（社労士）

・農業技術検定の取得

３級以上 ８１％

○インターンシップ研修

（５月、９月 13法人）
休日アルバイト利用 9名、
先進農家等留学研修 23名

○公開経営特別講義の実施

「製造業のノウハウを活か

した儲かる経営構造」

Ａ ・農業生産法人のみならず、

社会としての役割を分かる

ことが良いと思います。イン

ターンシップ研修は非常に

良いと思う。

・非農家の学生増に伴う、雇

用就農への支援体制の強化。

・生産法人だけでなく農業の

関連法人のインターンシッ

プも視野が拡がると思う。

・インターンシップ研修を多

くし、内容の充実をしてほし

い。農家との交流を増やして

どんな人材が求められるか

を知る必要がある。

Ｂ ・農業生産法人へのイン

ターンシップの実施

・農業技術検定３級以上

取得者率の向上

（ ４ ）

各 種 資

格・免許

取得

○資格免許の

合格率の向上

○補習の充実

○合格者及び

免許取得者の

確保

目標数値

【合格者】

乙種４類

５人

農業技術検定

３級 20名
エクセル 3級

17名

○資格取得のための支援

【(資格・免許等】
危険物乙種４類取扱者

毒物劇物取扱者

日本農業技術検定

フラワー装飾

エクセル 3級
土壌医 3級
フォークリフト

小型車両系建設器機

狩猟わな免許

○合格者

乙種４類取扱者 5／16名
毒物劇物取扱者 0／7名
農業技術検定 2級 2／36名
農業技術検定 3級 14／24名
ﾌﾗﾜｰ装飾 2級 4／6名
ﾌﾗﾜｰ装飾 3級 3／4名
エクセル 3級 24／35名
土壌医 3級 １/14名
フォークリフト 31／31名
小型車両系建設 29／29名
狩猟わな免許 3／3名
人工授精師 2／２名

Ｂ ・試験前の研修等充分であっ

たのか？今後も合格率の向

上のための対策が必要。

・目標の明確化の視点では、

農業高校から入学の生徒と、

その他の高校からの入学生

徒とのチャレンジ資格の差

別化が必要ではないか。この

ことは、農業大学校との連携

にも関係してくると思う。

・農業技術検定 3級は全員合
格を目指していただきたい。

大特、けん引、大型免許も必

要と思う。

Ｂ ・目標の明確化

（資格数など）

・危険物乙種、毒物劇物取

扱者資格、農業技術検定３

級以上合格率向上対策

（再掲）



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

３

進路支援

活動の強

化

（１）

就職活動

の支援体

制の強化

○卒業後直ち

に就農できる

学生は少ない。

○就職活動の

意欲が低い学

生が散見され

る。

○雇用就農で

きる生産法人

の開拓

○進路内定率

１００％

○進路別カリキュラム（就

農、雇用就農、就職）の

導入

○6次産業化科目の新設
○三者面談を通じた早期の

目標の明確化

○求人情報の把握と紹介

○海外農業研修の情報提供

○就職ガイダンスの実施

○四年生大学編入ゼミ

○進路内定率

96％ 22名／23名

○就職・雇用就農コース

キャリアコンサルタン

トによる就職指導

○求人情報

県内企業 25社
県内求人数 263人
県外企業 27社
県外求人数 173人

○進路先

就農 6名
雇用就農 5名
就職 11名
未定 1名

○２名が四年生大学を受験

Ｂ ・就職意識の少ない学生もい

ると思う。海外研修など世界

を見ることも大事。

・非農家の学生増に伴う、雇

用就農への支援体制の強化。

・四年制大学への編入は成果

を期待している。

・海外農業研修は進路の一つ

としてぜひ提案してほしい。

Ｂ ・農業高校実習助手試験

への支援

・高知大への四大編入の

制度化に向けた取組

（２）

就農支援

○将来の就農

ビジョンが明

確でない。

○農業の厳し

さを十分認識

せず、投資事業

に申請する学

生がいる

○就農率

６０％

○就農に向けた栽培・経営

計画、目標の明確化

○就農に必要な知識・技術

の習得

○農業次世代人材投資事業

（準備型）の適正な活用

支援

○地域担い手協議会と連携

○就農率

合計 1１名 47.8％
（29年度 59％）

親元就農 ６名

雇用就農 ５名

就職 １1名
○（就農コース） 13人
経営計画の策定、農業機

械、ハウス張替、土づくり

○ＪＡ高知市青壮年部との

意見交換会

Ｂ ・厳しい現実の中夢を描け

る人材が増えることを希望

する。特に、やりがいのある

農業、誇りを持てる農業者

を育ててほしい。親元でな

く雇用就農で力をつけて事

業拡大に繋げてほしい。

Ｂ ・機械実習圃場の整備

・経営基盤のない新規就

農への支援対策



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

○就農後のフォローアップ

○投資事業

1年 2名、2年１名
香美市担い手協との連携

(2年）

○調査（２５～２９年度）

就農：定着率 100%
雇用就農：85%

・就農者の拡大については、

是非頑張って欲しい。ただ、

課題にもあるように、農業の

厳しさを十分認識していな

いという点においては、高校

でも生徒の人件費の問題に

ついて、学習を深めることと

関連があるように思う。

・将来の就農ビジョンを明確

化させる為にも県内の担い

手や特色のある農業を実践

している農業者との交流は

大事だと思う。

・農家でなくても農業をし

たいと思っている学生はい

る、数字だけで語るもので

ない。

４

教職員の

スキルア

ップ

（１）

研修の強

化

○生産現場の

課題をいち早

く授業に取り

上げて円滑な

就農に結び付

けることが必

要。

○若者の心理

を踏まえた教

育指導技術の

向上が必要。

○各種研修へ

の参加

○研修受講

普及指導員研修

指導力発展現地研修

（農水）

高校教諭との意見交換

○参加状況

教育研修会 1名
西日本担当者会（花き、畜産）

2名
中国四国教務担当者会 1名
Ｊ－GAP指導員研修会 1名
トマト自主企画研修会 1名
ピーマン品目別研修会 1名
授業研究、プランニング手法

10名
高校教諭との意見交換 9名

Ｂ ・農業分野にこだわらず他

の分野の研修も必要。

・経営に関するスキルアッ

プ研修へも参加すべきでは。

・他県・全国の取り組みや

課題を知る為にも全国農業

者育成研究会にはぜひ参加

を。

Ｂ ・積極的な研修受講


